
診
察
を
受
け
る
前
は
事
前
に
電
話
を

休
日
急
病
診
療
所
（
☎
63
・
４
９
７
０
）

　

休
日
急
病
診
療
所
で
は
、毎
週
日
曜
日
に

内
科
の
比
較
的
症
状
の
軽
い
人
へ
の
診
療
を

実
施
し
て
い
ま
す（
31
㌻
に
関
連
記
事
）。

　
受
診
者
が
待
合
室
で
密
集
す
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
に
診
察
時
間
の
調
整
を
し
て
い
る
の

で
、診
察
希
望
の
と
き
は
、事
前
に
電
話
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
連
絡
な
く
診
療
所
に
来

ら
れ
た
場
合
、自
家
用
車
の
中
で
待
機
い
た

だ
く
な
ど
診
察
を
待
っ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

《
地
域
医
療
課
》

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人

を
対
象
に
、コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
で
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
各
種
証
明
書
を

取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す
。

︻
注
意
点
︼

❖
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

❖
証
明
書
に
は
改
ざ
ん
防
止
処
理
が
あ
る
も
の

が
印
刷
さ
れ
、２
枚
に
わ
た
る
場
合
、契
印

さ
れ
ま
せ
ん
が
、別
々
に
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

❖
印
鑑
証
明
書
を
取
得
す
る
場
合
、印
鑑
登

録
の
際
に
渡
し
て
い
る
印
鑑
登
録
証
は
不

要（
市
役
所
窓
口
で
取
得
す
る
際
は
必
要
）。

❖
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
し
た
証
明
書
は
市
役
所

窓
口
で
差
し
替
え
で
き
ま
せ
ん
。

令
和
３
年
度 

私
立
幼
稚
園
の

入
園
申
し
込
み
受
け
付
け

　
市
内
の
私
立
幼
稚
園
で
は
、来
年
４
月
に

入
園
を
希
望
す
る
幼
児
の
入
園
願
書
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。所
定
の「
入
園
願
書
」を
希

望
す
る
園
に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
募

集
定
員
や
開
園
時
間
、納
入
金
な
ど
の
詳
細

は
、各
園
に
問
い
合
わ
せ
を
。

《
幼
稚
園
・
保
育
所
課
》

令
和
３
年
度 

舞
鶴
こ
ど
も
園（
幼
稚
園

部
分
）の
園
児
募
集

　
来
年
４
月
か
ら
の
園
児
を
募
集
。
対
象
は

次
の
と
お
り
。な
お
、保
育
所
部
分
の
募
集
は

12
月
号
に
掲
載
予
定
。

︻
申
し
込
み
期
間
︼11
月
２
日
㈪
〜
９
日
㈪
10

時
〜
17
時（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

︻
対
象
・
定
員
︼◇
３
歳
児
…
10
人
程
度
◇
４
・

５
歳
児
…
若
干
名（
多
数
の
場
合
は
抽
選
。同

時
在
園
の
世
帯
優
先
。
定
員
に
満
た
な
い
場

合
や
欠
員
の
出
た
場
合
は
随
時
募
集
）

︻
利
用
者
負
担
額
︼無
料（
給
食
費
、行
事
費
な

ど
は
自
己
負
担
）

︻
申
し
込
み
方
法
︼申
込
書（
舞
鶴
こ
ど
も
園
に

備
え
付
け
）を
同
園
へ
。

▼
詳
し
く
は
、同
園（
☎
75
・
0
5
2
5
）へ
。

　
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。子

ど
も
へ
の
体
罰
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
罰
に
よ
ら
な
い
子
育
て
に
、保
護
者
支
援
を

含
め
て
社
会
全
体
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。子

育
て
中
の
悩
み
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、子
ど

も
な
ん
で
も
相
談
窓
口
や
児
童
相
談
所
へ
早

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼◇
子
ど
も
な
ん
で
も
相
談

窓
口（
☎
66
・
2
1
2
0
）

◇
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル（
１
８
９
）

◇
府
福
知
山
児
童
相
談
所（
☎
0
7
7
3
・

22
・
３
６
２
３
）

緊
急
地
震
速
報
訓
練
を
実
施

そ
の
場
で
、
身
を
守
る
行
動
を

　

11
月
５
日
㈭
10
時
ご
ろ
に
、防
災
行
政
無

線
や
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
緊
急
地

震
速
報
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
国
か
ら
Jジェイ‐
Aア
ラ

ー

ト

L
E
R
T（
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
）を
通
じ
て
送
ら
れ
て
く
る
地
震
情

報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。屋
内
で
は
机
の
下

に
も
ぐ
る
。屋
外
で
は
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
倒

壊
・
転
倒
し
そ
う
な
も
の
か
ら
離
れ
る
と
い
っ

た
行
動
を
と
る
な
ど
、緊
急
地
震
速
報
か
ら

揺
れ
が
来
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間
に
で
き

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、火
元
や

避
難
路
の
確
認
、非
常
時
持
出
品
を
持
ち
出

す
な
ど
、揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
行
動
も
確

認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

《
危
機
管
理
・
防
災
課
》

　
11
月
５
日
㈭
は
津
波
の
日
で
す
。
海
で
地

震
が
起
こ
っ
た
と
き
は
、津
波
に
も
注
意
が

必
要
で
す
。家
に
い
る
と
き
、仕
事
を
し
て
い

る
と
き
、レ
ジ
ャ
ー
に
出
か
け
た
と
き
、沿
岸

部
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
災
害
は
い
つ

起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。ど
こ
へ
、ど
う
や
っ

て
逃
げ
る
の
か「
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
」た

め
に
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
左
下
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
）な
ど
も
活
用
し
、

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、い
ざ
と
い
う
と
き
慌
て

な
い
よ
う
、非
常
時
持
出
品
を
用
意
し
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
。
最
近
は
さ
ま
ざ
ま
な

防
災
用
品
が
あ
り
ま
す
の
で
、家
族
で
、地
域

で
何
が
必
要
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

︻
あ
れ
ば
便
利
な
防
災
用
品
︼

❖
液
体
ミ
ル
ク
…
水
が
不
要
で
扱
い
や
す
く

て
飲
み
や
す
い
も
の

❖
ソ
ー
ラ
ー
発
電
機
…
携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ

の
充
電
用
　
ほ
か

《
危
機
管
理
・
防
災
課
》

新
生
児
臨
時
特
別
給
付
金

　
国
が
定
め
た
基
準
日
に
、妊
娠
中
で
特
別
定

額
給
付
金
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
乳
児
を
対

象
に
１
人
10
万
円
の
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

︻
対
象
児
︼４
月
28
日
〜
12
月
31
日
に
出
生
し
、

出
生
後
最
初
に
記
録
さ
れ
た
住
民
基
本
台
帳

が
舞
鶴
市
の
も
の
で
、出
生
後
か
ら
継
続
し

て
市
内
在
住
の
人
。

︻
申
請
対
象
者
︼支
給
対
象
児
と
同
居
し
、養
育

し
て
い
る
世
帯
主
。

︻
申
し
込
み
方
法
︼申
請
対
象
者
に
は
、市
か
ら

申
請
書
を
送
付
か
窓
口
で
渡
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、子
ど
も
支
援
課（
☎
66
・
１
０

９
４
）へ
。

InformationInformationInfInformationInformationInformationrmationInformationrmation
くらしの情報

市の人口と世帯数
人口  78,911 人（-272 人）　世帯  34,324 世帯（-221 世帯）

男  39,324 人（-235 人）　女  39,587 人（-37 人）　※令和２年 10 月１日現在の推計人口。（　）内は前月比

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

﹁
1いち
は
や
く
8
9 

知
ら
せ
て
守
る 
こ
ど
も
の
未
来
﹂

幼稚園 住所 電話番号
朝来幼稚園 吉野499-3 ☎63・3426
池内幼稚園 布敷120-3 ☎75・1930
倉梯幼稚園 七条中町8-2 ☎62・5224
シオン幼稚園 浜40 ☎62・1438
志楽幼稚園 田中町39-1 ☎64・3574
橘幼稚園 浜682 ☎62・5168
中舞鶴幼稚園 余部上116-3 ☎62・5166
ひばり幼稚園 森1101 ☎62・1157
舞鶴聖母幼稚園 上安久381 ☎75・1007
三鶴幼稚園 引土282 ☎75・1316
森の子ら幼稚園 丸山口町24 ☎62・0740

11
月
５
日
は
津
波
の
日

地
震
・
津
波
へ
の
備
え
を

証明書の種類（※１） 交付できる時間（※２）手数料 取得できる人 問い合わせ先
住民票の写し

6 時 30 分～ 23 時
（土・日曜日、祝日も） 300 円

市内在住で本人か同一世帯の人 市民課市民係
（☎ 66・1001）住民票記載事項証明書

印鑑登録証明書 市で印鑑登録をしている本人
戸籍の附票の写し 9 時～ 17 時

（平日のみ） 市内に本籍地がある本人か同じ戸籍の人 市民課戸籍係
（☎ 66・1002）戸籍全部・個人事項証明書（戸籍謄抄本）（※３） 450 円

課税（非課税）証明書 6 時 30 分～ 23 時
（土・日曜日、祝日も） 300 円 １月１日時点と現在、市内在住の本人 税務課市民税係

（☎ 66・1026）所得証明書

11
月
16
日
か
ら
各
種
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

※１　最新の証明書のみ取得できます。戸籍の届け出や住民異動の届け出中の場合、一時的に証明書を交付できないことがあります
※２　年末年始（12月29日～1月3日）とシステムメンテナンス日は利用できません
※３　市外に住民登録があり本籍が舞鶴市の人も取得できます。だだし事前に利用登録申請の手続きが必要

�コンビニで取得できる証明書

一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理
基
本
計
画

の
中
間
見
直
し
に
つ
い
て
の
答
申

　
10
月
2
日
、舞
鶴
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審

議
会（
会
長
＝
山
川
肇
・
京
都
府
立
大
大
学
院

教
授
、12
人
）か
ら
一
般
廃
棄
物（
ご
み
）処
理

基
本
計
画
中
間
見
直
し
に
つ
い
て
答
申
を
受

け
ま
し
た
。同
審
議
会
で
は
、本
市
の
廃
棄
物

を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、計
画
の
基
本
理
念
、基
本
方
針
を

含
め
た
全
面
的
な
見
直
し
に
つ
い
て
審
議
し
、

今
回
の
答
申
を
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。市
で
は

い
た
だ
い
た
答
申
を
基
に
今
年
度
中
に
計
画

の
見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、生
活
環
境
課（
☎
66・１
０
０
５
）へ
。

基本理念
地域のみんなで３R

～誰もが住みやすい持続可能なまち舞鶴～
基本方針

❖３Ｒ（ごみの減量、再使用、資源化）の推進
❖住み続けられる持続可能な地域
❖パートナーシップで取り組む

�答申の概要

　持続可能な地域づくりや将来の世代のために見直すごみ処
理手数料。来年７月から変更になるごみ処理手数料は次のと
おりです。詳細は今後、説明会などを通じ、お知らせします。
�変更点
❖不燃ごみのうち「埋立ごみ、ペットボトル、プラスチック容

器包装類」は「指定ごみ袋（有料）」に入れて排出
❖指定ごみ袋（可燃ごみ）の料金が上がります
❖ごみ処理施設へ持ち込む際は手数料が必要になります
▶詳しくは、生活環境課（☎66・1005）へ。

来年７月からごみ処理手数料を見直します

家庭系一般廃棄物 袋の区分
手数料（１枚あたり）
改正後 改正前

可燃ごみ

10㍑ 10円 ８円
20㍑ 20円 17円
30㍑ 30円 26円
45㍑ 45円 40円
90㍑ 90円 79円

埋立ごみ
20㍑ 20円

なし

30㍑ 30円
45㍑ 45円

ペットボトル、

プラスチック容器包装類

20㍑ 16円
30㍑ 24円
45㍑ 36円

ごみ処理施設（搬入場所） 手数料
清掃事務所 １回200円

リサイクルプラザ １回400円

ごみの減量目標
　　　　　　　　　　　令和元年度　　　令和12年度
市民1人当たりの
ごみ排出量（１日当たり） 　884㌘　　→　　834㌘

※令和12年度にごみの排出量を６㌫削減する
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